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                        ブロック名  東北ブロック   

 

令和 5年度ブロック研修会について、下記のとおり報告します。 

 

研修テーマ 「これからの保健師活動」～地域に責任を持つ活動の強化に向けて～ 

研修の概要 

開催日 令和５年１０月７日（土） 

開催場所 青森県青森市 リンクモア平安閣市民ホール 

 

◆10：00～12：00【第 1回ブロック理事・支部長会議】 

参集形式 東北 6県支部長 6名、副支部長 3名、東北ブロック理事 2名 

・各県支部活動状況報告 

・情報交換 他 

 

◆13：15～16：00【東北ブロック研修会】 

 ハイブリッド形式 参集 35名 オンライン 153名 

１．全国保健師長会活動報告 前田副会長 

２．研修 

○実践報告「地域に責任を持つ多彩な保健活動」 

   ①青森県三八地域県民局地域健康福祉部保健総室 北田純代氏 

   ②青森県むつ市 高橋嘉美氏 

○WEB講演「これからの保健師活動 

～地域に責任を持つ活動の強化に向けて～」 

   講師：香川県立保健医療大学学長 日本看護協会副会長 

                      井伊 久美子氏 

意見交換の 

内容など 

【支部長会議】各支部より事前に活動状況や課題、工夫している点等の報告を

いただき、一覧表を作成。それをもとに、ざっくばらんに情報交換や課題解決

のヒント等を話し合った。顔を合わせることでその後の情報交換等に繋がっ

ている。 

【ブロック研修会】各職場で会員が声を掛け、世代を超えた保健師でオンライ

ン聴講をした自治体も多かった。実践報告では、青森県の課題である働き盛り

世代の健康問題に着目した、職域を巻き込んだ健康づくり活動が紹介された。 

また、WEB講演では、コロナ後の迷える保健師活動について多方面からの視

点で講演いただき、活動の原点について学ぶ機会になった。 
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